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適応的広告のための公共空間における複数人の関係推定 
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１． はじめに 

本研究では，小集団の構成メンバの相互距離や構成

人数からその人間関係・社会属性を推定し，これに基

づいて適切な広告を提示するシステムを開発している． 

ウェブ上では，閲覧者の趣味・嗜好や属性に合わせ

た広告としてGoogle AdSense[1]などが広がっているが，

一般に公共に存在する広告の多くは閲覧者に対して適

応的に変化するものではなく，閲覧者が興味を持つ可

能性は高くない．実世界でも利用者に適応的に情報を

提供する研究はあるが，利用者属性の認識あるいは推

定方法について，筆者らは複数人の関係を利用するこ

とができると考えて研究を進めている． 

対人関係において，互いの距離はしばしば重要な意

味をもつ[2]．親しい人との距離は近くなり，そうで

ない人とは離れるということを人間は無意識のうちに

行っている．そこで，公共空間において複数人の間の

距離とその関係に関する調査を行った結果，距離から

関係がある程度推定できることが分かってきた[3]． 

本稿では，小集団における複数人間の距離と人数の

調査結果とその分析について述べ，対人距離から人同

士の関係を推定することを試みる． 

 

２． 関連研究 

これまでにも閲覧者の属性を判定して情報を発信す

るシステムや，複数人の間の人間関係を推定する研究

が行われている． 

閲覧者の嗜好に適応した情報提供を行うシステムとし

て，インタレスト・コンシェルジェというシステムが

あるが[4]，あらかじめ興味のある情報のカテゴリを

登録しておく必要がある．このように，閲覧者の属性

に合わせた情報表示を行う研究では，人に赤外線バッ

チや ICタグを装着させ，事前に個人の嗜好を登録し

なければいけないものが多い．本研究では，ユーザが

事前の情報登録や情報提供装置の装着をすることなく，

適応的な情報を受けることができる． 

人間の相互作用を分析する試みとしては，様々なセ

ンサにより自動的に相互作用を記録・分析する試みが，

近年盛んに行われている．これらには例えば人同士の

相互作用を赤外線 IDタグや複数のセンサで記録しコ

ーパスを作成する試み[5]などがある．さらに，子供

たちの友人関係を2者間の非言語的な相互作用から推

定するモデルを構築する試み[6]などがある．本研究

でも人間関係の推定をするが，小集団を対象としてい

る． 

 

３． 提案システム 

提案するシステムの構成を図１に示す．まずエレベ

ータホールなどの待ち時間が発生する場所にディスプ

レイとセンサ（ステレオカメラ）を設置する．そして，

①測定範囲に入った人間が停留状態なったとき，②人

数と位置をセンサで取得し，人同士の間の距離の平均

値を求める．次に③その距離から関係を推定し，④そ

の関係に適した広告を⑤ディスプレイに表示すること

で，閲覧者に適切な情報を配信する[7]． 

 
図1 システムの構成 

 

４． 複数人の距離と関係 

対人距離がその関係を反映していることはよく知ら

れている．そこで，小集団内のメンバ間の距離とその

人数から，その集団の属性がわかると考えられるので，

適応的広告に有用な情報が得られるかどうか調査を行

った． 
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調査は9月6日～11月23日の期間に家電量販店，

オフィスビル，デパートの各エレベータホールにおい

て行い，サンプル数として208を得た．調査では，そ

れぞれのメンバ間の距離と人数，実験者らの推定によ

る属性を収集した．属性は，広告学で分類されている

広告ターゲットに倣い，複数人の関係を，恋人・夫婦，

友人，家族，ビジネス（公的な関係），個人の5つの

関係カテゴリのいずれかとした． 

調査データを統計分析した結果，友人カテゴリと家

族カテゴリにおける対人距離に有意差は見られなかっ

たため，以降では恋人・夫婦，友人・家族，ビジネス，

個人の４つの関係に分類する． 

対人場面において，人間は対人距離そのものを

10cm単位の精度で「近い」「遠い」といった判断が

できる[8]．そこで，調査データを最小10cm刻みで取

り出し，関係別に対人距離の確率分布を示したものが

表１である． 

表１ 関係別の対人距離の確率分布 

 

同様のデータを，各距離別に関係の出現確率として

示したものが表２である． 

表２から，例えば相互平均距離が51-70cmである場

合は 21.6%の確率で恋人・夫婦，51.3%の確率で友人・

家族，27.1%の確率でビジネスの属性をもつ集団であ

ると判断できる． 

表２ 対人距離別の関係の確率分布 

 

５． おわりに 

複数人の間の関係を用いて，それに適応した広告を

表示するシステムを提案した．複数人の間の関係は，

これまでの人の属性推定では用いられてこなかった．

今後は，判別の精度を上げることが課題であるが，人

数，身長などのデータを加えた関係推定のモデルを構

築する予定である． 
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